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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

水溶液中に存在するエンドトキシンの特異的な吸着・除去を目的とし、本年度は、分子インプリント法によりポリ

マーゲル（ビーズ）を調製し、そのゲル（ビーズ）へのエンドトキシンの結合能を検討した。 

アミノ酸を側鎖にもつアクリルアミド誘導体を機能性モノマーとして、Lipid Aをインプリントしたゲルを調製した

。機能性モノマーのアミノ酸の種類や含有率などのゲルの調製条件を 適化することにより、Lipid Aのみならず、エ

ンドトキシンを認識するゲルが得られることを確認した。 

 また、エンドトキシンをインプリントしたゲルビーズを逆相けん濁重合法により合成する手法を確立した。機能性

モノマーとして前年度に見出したトリアジン誘導体を用いた場合、エンドトキシンを認識することが明らかになり、

今後、ゲルビーズの調製条件の 適化により、エンドトキシン結合能の増大および選択性の向上を目指す。 

エンドトキシン認識能向上のために、前年度に引き続き、機能性モノマーを探索した。前年度に検討した２種類の

トリペプチド(Lys-Phe-Lys, Lys-Trp-Lys)に加えて、さらに、トリペプチドのアミノ酸をリジン、グリシンなどに替

えた試料についてもジアルキルジスルフィド誘導体を設計・合成し、金基板表面に固定化して、表面プラズモン共鳴

法によりエンドトキシンとの相互作用を確認した。この測定から、特に、金基板表面でのトリペプチド誘導体の固定

化濃度が重要であること、さらに、それぞれのトリペプチドに対するエンドトキシンの結合定数は、フェニルアラニ

ンの場合がもっとも大きいことが明らかになった。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 



 

 

 

 


